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軽量で携行にも便利、
見やすいデザイン
136ページとコンパクト。写真、図表、文字が見や
すいようにデザインや紙質にも配慮され、全ペー
ジカラー印刷です。

読みやすい構成
旅行計画・準備編、現地滞在編、観賞候補地編
に分けて解説。

具体的に解説する「現地滞在編」
現地の宿泊施設の特徴、オーロラを見逃さないた
めの心得、どんな服装が必要か、オーロラ撮影の
テクニックなど、誰もが知りたい情報を具体的に
解説します。

詳しい「観賞候補地編」
世界13カ国の主な鑑賞地ごとに概要を解説。交
通アクセス、オーロラ以外に楽しめるアクティビ
ティに加え、月別平均気温なども解説。また、各地
の観光局や現地ツアー会社の QR コードを掲載し
ているのでスマホで簡単に現地の最新情報を得
ることもできます。

わかりやすい「旅行計画・準備編」
いつ、どこへ、どんな装備や携行品を持っていけ
ばいいのか。また、世界の主な観賞地とその気候
など自然環境の特徴も解説します。

著者紹介　
1950年生まれ。1996年にカナダのイエローナイフでオーロラを初撮影。
以降、ほぼ毎年、北米や北欧の極地で自然環境に関する撮影を続けなが
ら、地球温暖化などの把握に努めている。元 環境庁大気保全局 大気調
査官。元 大阪府環境農林水産総合研究所 企画調整部長。

主な講演・写真展履歴
新宿御苑、関西国際空港、大阪国際空港、ハービス OSAKA、きっづ光科
学館、大阪科学技術館、長崎市科学館ほか多数。
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※施設名の前に記した番号は、場所を見つけやすいように市街地図上にも同じ番号を付けています。

空港近く
①パイクス・ウォーターフロント・ロッジ　Pike’s Waterfront Lodge
②フェアバンクス・プリンセス・リバーサイド・ロッジ　
　Fairbanks Princess Riverside Lodge
両ホテルとも比較的新しく綺麗なホテル。チェナ川沿いに立地している。空
港の無料送迎あり。館内レストランあり。日本からのツアー客の利用も多い。
③ソフィー・ステーション・ホテル　Sophie Station Hotel
大型マーケットにも近く、リゾート施設風の落ち着いた雰囲気のあるホテル。
郷土料理を味わえるレストランもあるが、部屋にはキッチンが付いているので、
近くのスーパーマーケット “Fred Meyer” で食材を買って自炊することが可能。
空港無料送迎あり。日本からのオーロラツアー客の利用も多い。

ダウンタウン
④ウエストマーク・フェアバンクス・ホテル　Westmark Fairbanks Hotel
⑤スプリングヒル・スィーツ・バイ・マリオット・フェアバンクス
Springshill Suites by Marriott Fairbanks　　　
これらのホテルは客室が 100 室以上あり、部屋も広くて設備も整っている。
ダウンタウンには観光客のビジターセンターやレストラン、ギフトショップ、
その他観光施設があるので何かと便利。

野鳥保護区の近く
⑥ウェッジウッド・リゾート　Wedgewood Resort
フェアバンクス中心部より北東方向の端に立地しているが、ホテルの目の前
は湖もあり、自然のロケーションに恵まれている。このため、比較的街明かり
が少なく、ホテル周辺でオーロラ観賞が可能。空港の無料シャトルもある。

宿泊施設（市街地）

オーロラは極地の自然現象です。それなりの準備と
情報がなければ十分に楽しむことができません。
本書は、オーロラ撮影歴20年以上の著者の実体験に
基づく生きた観光ガイド本です。
オーロラ観光を大いに楽しむために必読の一冊！

オーロラは極地の自然現象です。それなりの準備と
情報がなければ十分に楽しむことができません。
本書は、オーロラ撮影歴20年以上の著者の実体験に
基づく生きた観光ガイド本です。
オーロラ観光を大いに楽しむために必読の一冊！

本書の特徴
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フェアバンクス及び周辺地域
Fairbanks ＆ neighboring areas
　
　アラスカ州ではアンカレッジに次ぐ大きな都市で、人口は約3万人。冬季は
世界から多くのオーロラ観光客が訪れます。また、フェアバンクスはアラスカ
各地のオーロラ観光に出かけるためのゲート都市でもあります。冬季の天候
は、降水量や降水日数が他の観賞地
と比べて少ないが、市内中心部は街
明かりが多く、ボイラー等の水蒸気
等の影響を受けて視界が落ちること
があります。このため、現地のオー
ロラ観賞ツアーでは、夜の9～10時
頃に市内のホテルを車で出発し、郊
外で観賞したあと、午前2～３時頃

州都 ジュノー　Juneau

公用語 主に英語

通貨 ドル＄、セント￠、チップの習慣あり

電源 コンセントの形状は日本と同じ。パソコンや充電器等の電圧が100
〜240V対応であれば使用可能

日本との時差 −18時間、サマータイム期は−17時間

※入国に当たっては、日本出国前に電子渡航認証（ESTA）手続きが必要

アメリカ　United States of America

アラスカ州　The State of Alaska

にホテルに戻るのが一般的です。一方、郊
外の森や丘陵地にはオーロラ観賞に適した
滞在型のロッジが点在しており、夜を通し
てオーロラを楽しみたい個人客に人気があ
ります。

東京～シアトル～フェアバンクス所要時間
（乗り継ぎ、搭乗・出入国手続き時間を含まず）
東京～シアトル　

〔往路〕約 9 時間 10 分、　
〔帰路〕約 10 時間 40 分
シアトル～フェアバンクス　
約 3 時間 50 分

☞日本航空が成田や関西空港とフェ
アバンクス間に直行便を運航して
おり、飛行時間は 7 ～８時間と
短いがパッケージツアー専用の
チャーター便なので個人旅行客の
利用はできない。
フェアバンクス空港～市内中心部
距離的に近いのでタクシーが便利。台数も多く所要時間も 15 ～ 20 分。また、

空港近くにレンタカー店もあり利用しやすい。
アンカレッジ～フェアバンクス
アラスカ鉄道を利用する方法もある。片道約 570㎞を 11 時間半かけて昼間

に走るので、車窓からアラスカの大自然風景を楽しむことができる。ただし、
冬期はアンカレッジ発が土曜日、フェアバンクス発が日曜日の週 1 便程度の
運行。

自然豊かなフェアバンクス市内

アラスカ航空機のシンボルマーク

フェアバンクス
観光局（日本語）

アラスカ州
観光局（日本語）

交通アクセス

5150 第 2 章  鑑賞地滞在編

のを「オーロラ爆発」または “Break 
up” と呼ぶことがあります。オーロ
ラ爆発の定義はありませんが、全天
のほぼ半分以上がオーロラで覆わ
れ、爆発したように見える現象です。
発生頻度はかなり低いですが、太陽
表面の爆発によって発生しやすくな
ります。

 
 
 

■オーロラの成長過程での変化
　オーロラは発生当初からオーロラ
オーバルのようなリング状になってい
るわけではありません。多くは北東か
ら北西方向に部分的に現れ、アーチ
が架かるように伸びながら成長してい
きます。その形は細長い飛行機雲の
ようなものもあれば、カーテン状のも

のもあります。また、成長過程では色
濃くなりながら形を変え、ときには、う
ねるように大きく空を覆うものもあり
ます。
なお、持続性がないオーロラは、発達
途中でも急速に色薄くなり形も崩れ
消滅していきます。

夜明け前に出現したオーロラ爆発

レベル１の弱いオーロラ

アーチ状のオーロラ

カーテン状オーロラの成長過程（例）

夜明け前の太陽光の影響でオーロラの色が全体的に白っぽく見えているが、全天が動きの速いオーロラで覆わ
れている。目の前の樹木は南西方向にある。

目が暗さに慣れない内は見逃すことが多い。

北西 北東
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38
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帽子
冷たい風で耳たぶが痛くなること

があるので、覆えるもの。

マフラー
首を冷やさないため。

グローブ
薄手でも保温性のある

もの。綿製は避ける。

上着
セーターを着込めば一般

的なダウンジャケットで

可。フード付きが 望まし

いが、フードに毛が 密な

ファーがあるものがベス

ト。露出している顔の冷た

さが和らぐ効果がある。

靴とソックス
靴は一般的なスノーシューズは避け、寒冷地仕様（冬

季登山靴も可）のものを選ぶ。ソックスは、綿素材を

避け、保温性の高い厚手のウール等の素材のものを選

ぶ。また、つま先の血流を阻害しない少し大きめのサ

イズを選ぶ。
靴とソックス
降雨時や足元が悪い場合のことを考え、撥水性のあるトレッキングシューズ

が望ましい。ソックスは綿素材は避け、保温性のあるものを選ぶ。

手袋
内部に起毛があり保温性の高い

もの。５本指になっているグロー

ブは表面積が大きく指が痛くな

ることがあるので、親指以外は一

つになっているミットタイプが望

ましい。写真撮影のために、内に

薄手のグローブもしておき、カメ

ラ操作のときだけ外側のミット

を外すようにするとよい。

ボトムス
ジーンズは避け、撥水性のあ

るパンツが望ましい。また、

寒い日はタイツやレギンスを

下に履いて対応する。

セーター・下着
セーターは太い毛糸の

ものより、薄手でも目

の細かいウールのもの

を重ね着する。タート

ルネックのセーターは

首が覆えるのでよい。

下着は綿素材を避けポ

リエステル素材のもの

にする。

帽子・マフラー
低温や風で耳たぶが痛

くなるので覆える帽子。

頬や首周りが覆える長

目のマフラー。

上着、セーター
この時期は雨が降ることが

あるので、撥水性のウイン

ドブレーカー（薄手のダウ

ンジャケット可）とフリース、

セーターの重ね着で寒暖差

に対応。

ボトムス
ジーンズは避け、撥水性

のあるパンツが 望まし

い。また、寒い日はタイツ

やレギンスを下に履いて

対応する。

この時期は、凍傷や低体温にならないよう、保温性の高い服装や自分の体温

を逃がさない着こなしが重要です。また、重ね着をし過ぎて体の血流を阻害し

ないようにする。また、耳たぶや首、手の指などを外気にさらさないようにす

る必要があります。オーロラツアーに初めて参加される場合は、現地で防寒上

着・靴をレンタルすると良いでしょう。

1-5  服装の準備

気温と服装の目安

「３ 世界の観賞候補地編」に記載している各観賞地の月別平均最高・最低気

温のデータを参照して、気温に応じた服装の準備をします。

この時期の気温は、日本の晩秋から真冬に相当しますが、日々の寒暖差が大

きいので、薄手の重ね着で対応します。また、雨が降ることもあるので撥水性

のある上着や靴が望ましい。

極寒期

寒冷期

概ね　−10℃ ～ −25℃

概ね　10℃ ～ −10℃


